
環
境
学
の

未
来
予
測

専門は国際法学・グローバル
ガバナンス論。デジタル技術
がサステナビリティ推進に関わ
る制度に与える影響を研究
中。東海地方の史跡めぐりに
はまっています。

内記 香子

理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　この授業では、協働に関するビデオ
を鑑賞、グループで議論した後、マイン
クラフトを用いて実際に多様な生徒と
協働しながら、ゲーム内世界を現実に
見立ててSDGsに関連した課題の解決
を目指します。多様な背景を持つメンバ

ーとの協働力を養うとともに、SDGsの17の目標や169のターゲットに
ついて多角的に考えることで、環境対策に関する具体的な洞察を
深めることができます。 
　通常の授業では得ることのできない実務に役立つ貴重な経験を
得ることができるので、自身の研究の分野にかかわらず、受講する
ことをお勧めします。

　都市環境学専攻の土木、建築、化学、情報系教員がタッグを組み、学問領域の壁を越え

て、さまざまな環境問題の解決に向けて研究・教育を実践する「持続発展学コース」。その創設

以来続くのが、この授業。講義とワークショップを組み合わせて、毎年３日間、集中開講されて

います。めざすのは、このコースの特徴でもある異分野協業による課題解決と価値創造スキル

の体得。企業研修のプログラムを大学院向けにアレンジし、内容をアップデートさせながら継

続してきました。「座学の多い大学院のなかで、一つくらいこういう授業があった方がいい。異

分野の人たちと協業することの難しさ、楽しさを体感してほしい」と岩松先生。

　ワークショップを重視してきたこの授業が危機に直面したのが、コロナ禍でした。みんなが集

まれない中でどう対応するか。解決策として考え出されたのが、マインクラフトの活用。学生に

親しみのあるマインクラフトを使って、仮想空間の中にSDGｓを実現する都市をつくろうというものです。都市環境

学専攻を中心に多分野にわたる受講生は、まず講義でSDGｓの17目標と169のターゲットをしっかり頭に入れ、

自分たちが何を実現したいのか、そこから話し合ってワークショップに臨みます。「コロナ禍の緊急対応でしたが、

実はすごく時代に合っていて、仮想空間で実現できることを、次はリアルで

実現するにはどうしたらいいか。二つの駆動で考えていくことにもなります」

と長尾先生。

　初対面もいるメンバーとともに、講義とワークショップに格闘する3日間。

チームとしてどう力を出せたか、自分はどんな役割を果たせたのか。そこから

生まれる気づきは、学生たちが社会に出た時に、きっと生かされていくこと

でしょう。

座学の多い大学院のなかで、一つくらいこういう授業があった方がいい。異学 多 大 か く い い あ た が 。

すすりますりますにもなにもなくことにくことにていくていくで考えてで考えて駆動で駆動でつの駆つの駆か。二つか。二ついいかいいかたらいたらいどうしたどうしたにはどにはど実現する実現する現 ど た い か つ 駆 で て く に す

しい」しい」てほしてほし体感し体感しさを体さを体、楽し楽し難しさ、難しさとの難との難することすること協業す協業すたちと協たちと協の人たの人た分野の分野の分分分 の た 協 す と 難 、 体 し し
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資源循環も「データ・ガバナンス」が鍵に

　この授業では、ケーススタディとグループ
ワークを通じて、環境問題をシステム的に
捉える力を実践的に養うことができまし
た。特に、異なる背景を持つ学生との交流
から、多様な視点を学ぶことができた点が
非常に有意義でした。マインクラフトを使っ
たグループワークでは、意見をまとめたり

役割分担を調整する難しさを感じつつも、チームで目標を達成する
喜びや達成感を味わいました。特に、最後のグループ発表では、他
のグループや先生方々からのコメントを通じて、自分たちの視点の
不足に気付くことができ、大きな学びとなりました。今後の研究や
実践に役立てたいと思います。

都市環境学専攻
博士前期課程1年 

みんなでペーパーブ
リッジに

奮闘する年もありま
す。

資
源
循
環
を
制
度
的
に
促
進
す
る
要
因
は

３
つ
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
政
策
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
そ
し
て
技
術
で
す
。
資
源
循
環
を
促
進

す
る
た
め
に
欧
州
連
合(

E
U)

で
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
デ
ー
タ
共
有
の
た
め
の

産
業
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い

ま
す(…

こ
こ
に
、
政
策
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術

の
す
べ
て
が
関
係
し
て
い
ま
す)

。
ど
こ
か

ら
原
材
料
を
も
っ
て
き
た
の
か
、
労
働
者
の

人
権
や
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
考
慮

し
て
製
造
し
た
の
か
、
製
品
の
耐
久
性
や
回

収
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
再
生
材

は
ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る
の
か
等
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
様
々
な
事
業
者
が
デ
ー

タ
を
記
録
し
共
有
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で

す
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
産
業
内
で
共
有
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を

確
保
し
て
製
品
を
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
く
資
源
循
環
を
追
求
す
る
の
は
困
難
で
し

ょ
う
。
E
U
で
は
バ
ッ
テ
リ
ー
と
自
動
車
産

業
を
先
行
ケ
ー
ス
と
し
て
開
始
し
、
廃
棄
バ

ッ
テ
リ
ー
の
金
属
や
、
廃
自
動
車
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
再
生
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を

義
務
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
じ
産
業
内
で
も
デ
ー
タ
を
共

有
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原

料
を
ど
こ
か
ら
買
っ
て
い
る
か
、
製
品
の
耐

久
性
は
ど
の
程
度
な
の
か
等
の
情
報
は
、
重

要
な
企
業
秘
密
で
す
。
ま
た
、
労
働
環
境
や

製
造
過
程
に
お
け
る
C
O
²
排
出
量
な
ど
の

現
場
の
情
報
は
、
偽
り
な
く
記
録
さ
れ
な
け

れ
ば
そ
も
そ
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
海
外

の
工
場
の
情
報
が
入
手
し
づ
ら
か
っ
た
り
、

情
報
の
真
偽
を
中
立
な
第
三
者
が
認
証
す
る

必
要
が
あ
っ
た
り
、
企
業
に
と
っ
て
情
報
収

集
は
負
担
に
な
り
ま
す
。

E
U
の
動
向
を
み
て
、
日
本
政
府
も
動
い

て
い
ま
す
。
「
ウ
ラ
ノ
ス
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

(O
uranos Ecosystem

)

」
と
い
う
日
本
の

産
業
の
た
め
の
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ
ム
の

運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
産
活
動
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
な
か
で
は
デ
ー
タ
共

有
は
国
境
を
越
え
て
行
わ
れ
る
の
で
、
日

本
と
E
U
の
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ
ム
の
イ

ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ
リ
テ
ィ(

相
互
運
用
性)

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
な
国
際
的
な
約
束
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
デ
ー

タ
共
有
・
シ
ス
テ
ム
連
携
を
め
ぐ
る
困
難
性

は
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
デ
ー
タ
・
ア
ク
セ

ス
に
関
す
る
「
信
頼(

ト
ラ
ス
ト)

」
が
伴
わ

な
け
れ
ば
、
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ト
ラ
ス
ト
を
醸
成
す
る
の
も
制
度
の

仕
事
で
す
。
資
源
循
環
を
後
押
し
す
る
デ
ー

タ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
制
度
と
し
て
確
立
で
き

る
か
ど
う
か
、
こ
の
先
注
目
さ
れ
ま
す
。
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